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１.  研究概要 

 Raspberry Piを使用しデジタル時計を製作

する。その中で Python を使用し、様々な機能

が使えるようにし、さらにケースを作り、ス

イッチを取り付けることでその機能の切り替

えを行えるようにすることで多機能なデジタ

ル時計を目指す。その過程で、Python や電子

回路についての理解を深める。 

 

２．研究の具体的内容 

(1) 時計の機能について 

私生活で使えるような便利な時計にするた

めに時刻や気温や天気、アラーム機能やミュ

ージック機能を使用できるような時計を目指

した(図１)。 

 

 図１ 機能構成 

 

 (２) 全体構成 

 

     図２ 全体図 

 多機能なデジタル時計を製作するために

Python を使用することができる Raspberry 

Pi を使用した。また、プッシュボタンスイッ

チやロータリーエンコーダに接続しケースを

作ることで、機能の切り替えを行えるように

した。 

 

(３) Raspberry Pi について 

Raspberry Pi とは 2012 年にイギリスのラ

ズベリーパイ財団によって、教育目的で開発

されたワンボードコンピュータである。3000

円程度から購入することができ、便利なライ

ブラリや世界中の人がインターネット上でプ

ログラムを公開していることによって初心者

でも簡単にプログラミングができる。 

当初は Raspberry PiZero を使用する予定

だったが性能が足りなかったため今回は

Raspberry Pi３ Model B を使用した（写真

１）。 

 

写真１ Raspberry Pi Model B 

 

 (４) 各部品について 

・スイッチ類 

 アラームのオンオフや、音楽の再生等を行

うためにプッシュボタンスイッチを使った。 

また、音量の調整や機能の選択切り替えにツ

マミを回転させて操作ができるロータリーエ



ンコーダを使用した（写真２）。 

 

写真２ プッシュボタンスイッチと 

ロータリーエンコーダ 

 

・GPS モジュール 

 GPS モジュールは宇宙空間に多数ある GPS

衛星から発信されている信号を受信して、位

置情報などを割り出すデバイスである（写真

３）。  

今回の製作ではこれを使用して時刻の取得

を行った。  

 

写真３ GPS モジュール 

 

・ケース 

当初は３D プリンターを使用し、Fusion360

で設計を行う予定だったが、モニターサイズ

の変更により想定より全体のサイズが大きく

なり３D プリンターで作れる大きさを超えて

しまったので、加工のしやすい MDF を使用す

ることにした（写真４）。 

MDF とは中密度繊維板と呼ばれる木質繊維

を原料とする成型板の一種である。木質のよ

うに軽量で高い加工性を持ち、かつ、木質特

有の反りや乾燥割れなどの癖が少なく、均質

で極めて安価である。 

  

写真４ MDF 

 

・モニター 

 当初は Raspberry PiZero に合わせて小型

のモニターを使用していたが Raspberry Pi

３ Model B に変更したためサイズを合わせ

て、７インチモニターを使用した（写真４）。 

 

写真５ ７インチモニター 

 

(５) プログラムについて 

機能のプログラミングには簡潔でライブラ

リも豊富な Python を使用した。今回使用した

ライブラリは表１で示した通りである。 

パソコンでのプログラミングには Python

仮想環境の Anaconda を使用しラズベリーパ

イ側では Thonny という環境を使用した。 

 

 表１ 今回使用したライブラリ 

GUI 設計 tkinter 

外部入力 RPi.GPIO 

時間の取得 time 

MP3 再生 pygame,  

mutagen.mp３ 

ファイル名の取得 glob 



・GUI 設計 

GUI設計には Python 標準のライブラリで文

法も比較的簡潔でかつ動作も安定して早い

tkinter を使用した。 

tkinter での画面は図３のように設定する。 

 

 図３ 画面の設定 

 

Tkinter などイベント駆動型プログラムで

はプログラムを終了させずイベントを待機さ

せる必要があるので図４のように mainloop

によって待機させている。 

 

 図４ mainloop について 

 

図５では、timeget 関数(図６)を待機させ、

0.1 秒ごとに時刻を取得し、それをラベルに

反映させ時刻を表示している(図７)。 

 

 図５ main 関数 

 

 

 図６ timeget 関数 

 

 

 図７ 実行画面 

・外部入力 

外部スイッチの入力処理には RPi.GPIO を

使用した(図８)。 

 

 図８ ボタン入力 

 

 ロータリーエンコーダからの入力処理は図

９のようにした。 

 

図９ ロータリーエンコーダからの入力 

 

・音楽再生 

mp3 再生機能は pygame と mutagen.mp3 とい

うライブラリを用いて実現させた(図 10)。フ

ァイル名を取得する glob や時間を取得する

time などのライブラリと組み合わせること

で一時停止や曲送りの機能も実現できた。 



 

 図 10 MP３再生 

 

３．研究のまとめ  

当初の計画では、気温や天気、アラームな

どの機能も付ける予定だったが、スケジュー

ルの見通しが甘く時刻やミュージック、スト

ップウォッチの機能までとなった。またケー

スも全体設計がしっかりできてないため中に

バッテリーを内蔵し携帯性のある時計にする

ことできなかった。  

 全体としてはせっかく３人で行っていたに

も関わらず役割分担がきっちりできていなか

ったことが大きな反省点となった。  

課題研究を進めるにつれて問題点がいくつ

も発生し、最初の計画から大きくずれていく

ことになってしまった。  

 

４．感想  

吉田  

 最初の見通しが甘かったせいで思うように

制作を進められず、段々と目指す完成形が自

分の想像していたものと乖離していく中でモ

チベーションを保つのが大変だったので無理

のない計画を立てることの重要性を痛感した。 

向井  

当初は外観を３Ⅾプリンターで作成する予

定だったが、Raspberry Pi のモニターが想定

より大きく３D プリンターで作れるサイズよ

り大きくなってしまったので MDH という木

材で外観を作成することにした。その結果ス

ケジュールが大幅に遅れることになったので

最初に綿密な計画を立ててから進めることの

重要性を実感した。  

田羅  

 最初の計画は音楽や天気などたくさんの機

能を増やして多機能なデジタル時計を制作す

るという計画でしたが機能を増やす段階まで

なかなか進めず機能を増やす時間が無くなっ

た。この事からモノづくりの計画の重要性と

難しさを実感した。  
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